
応用化学課程 環境科学課程
Materials Chemistry Course Environmental Sciences Course

自然の仕組みを理解し、私たちが直面している課題に対して化学の
立場から対応し、持続可能な社会を築くことができる人材を育成する。

高機能新素材とエネルギーの�つのプログラムを履修する場合（これは一例です）。

生態学に立脚した自然への理解と環境工学的な課題解決アプローチを学修し、
環境問題に対して創造的に課題解決法を提案できる人材を育成する。

生物多様性サイエンス、SDGｓ（持続可能な開発目標）の２つのプログラムを履修する場合。これは一例です）。

★…生物多様性サイエンスプログラム科目　◆…SDGs（持続可能な開発目標）プログラム科目

履修イメージ履修イメージ

● 中学校教諭一種免許状（理科）　
● 高等学校教諭一種免許状（理科）　
● 学芸員
● 本願寺派教師資格（受験資格）

● 公務員（国家・地方）
● 環境プラント技術者・研究者
● 環境保全エンジニア
● 建設土木のコンサルタント　など

● 資源・エネル
    ギーと環境 専門関連科目

専門応用科目

SDGs（持続可能な開発目標）プログラム科目◆

専門基礎科目

● 情報基礎

● 環境実習ⅠＡ
★ ◆

◆

● 地域環境概論Ａ

● 地域環境概論B

● 地球環境概論Ａ

● 生態学概論Ⅰ

● 地球環境概論B ● 地学概論

● 環境寄席

● デザインシンキング ● プロジェクトリサーチⅡ

● 地学実験

● 環境生態工学概論

● 数学概論

● 化学概論

● 生物学概論

● フレッシャーズセミナー

● 生物学実験

● 理工学のすすめ ● 化学実験

● 生態学概論Ⅱ 

● 水環境科学

● 大気環境
    科学

● 応用生態学● 生態系生態学● 環境実習ⅢＡ● 環境分析
   化学実験

● 個体群
   生態学

● 環境実習
   ⅡＡ

● 自然の
   浄化機構

● 数値計算法
    基礎及び演習

● 環境移動
   現象論

生物多様性サイエンスプログラム科目★

● 数理生態学 ● 廃棄物管理学Ⅰ● 空気調和工学 ● 廃棄物管理学Ⅱ

● 先端技術 ● セミナーⅠ ● セミナーⅡ

● 特別研究

● 生物資源利用● 環境調査● 水域生態学● 環境政策論

● 環境経済学

● 環境社会学● SDGs概論

● 里山の生態学

● 環境倫理学

● セミナーⅢ

● 環境アセス
    メントＡ

● 環境微生物学● 土壌地質学

● 環境アセス
   メントＢ

● 群集生態学● データサイエンス
     及び演習

● 微生物
   生態学

● 保全生態学
● 社会調査法
     及び演習

● 地理情報学● 資源管理学
     及び演習

● 景観
   生態学

● 資源循環論● 環境計測学● 進化学

● 環境毒性学● 生理生態学 ● 森林生態学● 気象学

教養教育科目
その他プログラムの科目など

専門基礎科目

● フレッシャーズセミナー

● 化学の基礎

その他プログラムの科目など

● 物理の基礎● 化学と社会

● 資源・エネルギーと環境● 情報基礎

● 物理化学Ⅰ

● 無機化学Ⅰ

● 理工学のすすめ

専門応用科目（必修）

専門応用科目（選択）

高機能新素材プログラム科目

● 物理化学
   実験

● 化学と情報処理

● 化学基礎実験● 数学の基礎 ● 物理基礎実験
● 機器分析
   化学実験

● 化学合成
   実験

● 結晶学
   入門Ⅰ

● 結晶学
   入門Ⅱ

● セラミックス
    材料工学Ⅰ

● セラミックス
    材料工学Ⅱ

● 高分子構造
    材料物性Ⅰ

● 半導体デバ
    イス工学 ● 電子材料

● 薄膜デバ
    イス工学

● 高分子構造
     材料物性Ⅱ

● 高分子
   化学Ⅰ

● 高分子
   化学Ⅱ

● 界面化学 ● 高分子
    材料工学Ⅰ

● 高分子
    材料工学Ⅱ

エネルギープログラム科目● エネルギー
    変換工学Ⅰ

● 固体物性
   化学Ⅰ

● 固体物性
    化学Ⅱ

● 構造
    解析学

● 半導体
   材料Ⅰ

● 半導体
   材料Ⅱ

● 物理化学Ⅲ● 物理化学Ⅱ

● プロジェクト演習Ⅰ ● 有機化学Ⅰ ● 有機化学Ⅱ

● 無機化学Ⅱ

● プロジェクトリサーチⅡ

● 化学と安全管理 ● 化学の
   英語

● 研究デザイン演習

● 科学技術英語 ● 英語セミナー

● 特別研究

取得可能な
免許・資格

めざす
職業・進路

取得可能な
免許・資格

めざす
職業・進路

● 中学校教諭一種免許状（理科）　
● 高等学校教諭一種免許状（理科）　
● 本願寺派教師資格（受験資格）

● セラミックス・金属等の素材企業
● エネルギー系、食品系企業
● 化学薬品・化粧品メーカ－
● バイオ技術者・研究者　など

教養教育科目

前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期 前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期 前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期 前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期

1 年生 2 年生 3 年生 4 年生

前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期 前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期 前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期 前期

1Q 2Q 3Q 4Q

後期

1 年生 2 年生 3 年生 4 年生

環境に優しい化学を志向した応用化学を学び、
社会で活躍できる技術者を養成

さまざまな実験・実習を通じて
実践的な能力を育成

進路や興味に合わせて
４分野のコースから選択が可能

手厚く親切な指導が可能となる
カリキュラム編成

博物館の学芸員資格、
中高の教員免許（理科）が取得可能

４年間を通じて実験・実習などの
フィールドワークを重視

最新の研究設備を整え、
環境問題に対する実践的な学びを実現

環境工学と生態学を融合させながら、
人と自然の共生を追究

学びの
Point

学びの
Point

R-Gap

R-Gap

※����年�月「環境生態工学課程」より名称変更。




